
 (1) 平群町長寿会新聞  第３１３号  ２０１９年（平成３１年） ４月１日  1
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【
報
告
・
連
絡
事
項
】 

   

県
老
連
の
1
月
号
「
大
椿
寿
」
に
よ 

る
と
「
友
愛
活
動
」
と
は
、 

サ
ロ
ン
や
ふ
れ
あ
い
喫
茶
等
の
集
い

の
場
づ
く
り
、
電
球
交
換
や
ゴ
ミ
出
し
、

買
い
物
等
の
日
常
生
活
上
の
困
り
ご

と
支
援
、
福
祉
、
防
犯
、
災
害
時
の
避

難
情
報
の
伝
達
な
ど
、
ま
た
独
り
暮
ら

し
や
高
齢
者
家
庭
へ
の
安
否
確
認
、
声

掛
け
、
話
し
相
手
等
の
活
動
で
す
。 

◎
講
義
の
テ
ー
マ
と
学
習
の
狙
い

は
・
・
・ 

「
助
け
上
手
、
助
け
ら
れ
上
手
」
に
！ 

①
奈
良
県
の
高
齢
者
福
祉
施
策
の
内
容 

我
が
国
の
高
齢
化
や
社
会
保
険
費

の
現
状
、
支
え
合
い
の
重
要
性
、
地
域

共
生
社
会
で
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

た
め
に
、
行
政
と
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
役 

  

上
庄
台
長
寿
会 

 

会
長 

中
西 

素
直 

  

上
庄
台
長
寿
会
は
3
月
1
日
現
在

会
員
数
73
名
で
す
が
、
超
高
齢
化
で

80
歳
以
上
の
人
が
60
％
以
上
に
な
り

ま
す
。 

会
員
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
生
涯
に
亘
り
、 

   

                        

割
を
学
ぶ
。 

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と 

介
護
予
防
、
日
常
生
活
支
援
に
つ
い
て 

介
護
予
防
、
日
常
生
活
支
援
事
業
の 

中
で
、
な
ぜ
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
期
待
さ

れ
る
か
を
知
る
。 

③
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
の
防
止 

 

高
齢
者
被
害
が
増
加
す
る
中
、
最
近

の
相
談
の
事
例
と
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
の
手
立
て
に
つ
い
て 

④
認
知
症
と
鬱 う

つ

の
予
防
、
支
援 

 

発
生
原
因
や
症
状
に
つ
い
て
学
び
、

要
支
援
者
、
要
介
護
者
を
正
し
く
理
解

す
る
。 

予
防
と
介
護
方
法
を
知
る
こ
と
で
「
閉

じ
こ
も
り
」
防
止
に
活
か
す
。 

⑤
運
動
機
能
（
筋
力
）
の
向
上 

 

骨
、
関
節
、
筋
力
な
ど
の
運
動
機
能 

  

自
分
で
御
飯
を
食
べ
る
こ
と
と
ト
イ
レ

は
自
分
の
手
足
で
で
き
る
。
そ
れ
を
踏

ま
え
て
、
毎
月
第
2
木
曜
日
に
自
治 

会
館
で
月
例
会
を
や
っ
て
い
ま
す
。
毎

月
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
内
容
は
少
し
ず

つ
変
え
て
自
分
た
ち
の
手
作
り
で
楽
し

い
行
事
を
や
っ
て
い
ま
す
。 

1
月
は
新
年
会
、
2
月
は
定
例
総
会
、

3
月
は
バ
ス
旅
行
、
4
月
は
音
楽
会
、 

低
下
や
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
る
「
寝

た
き
り
」
防
止
対
策 

⑥
友
愛
訪
問
の
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

&
サ
ポ
ー
ト
の
基
本
と
ポ
イ
ン
ト 

 

「
友
愛
活
動
員
」
と
し
て
実
践
す
る

こ
と
の
意
義
と
対
人
支
援
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性 

「
助
け
上
手
、
助
け
ら
れ
上
手
」
に
な
る 

⑦
口
腔
の
健
康
管
理 

講
義
、
実
技
、
体
操
、
誤
嚥
性
肺
炎

を
予
防
す
る
た
め
、
口
腔
ケ
ア
の
大
切

さ
と
そ
の
方
法
を
学
ぶ
。 

⑧
老
人
ク
ラ
ブ
が
目
指
す
友
愛
活
動 

 

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
介
護
予
防
、

日
常
支
援
活
動
と
の
関
連
性
が
高
く
、

活
動
の
充
実
を
目
指
す
。 

⑨
地
域
を
繋
げ
る
サ
ロ
ン
活
動 

 

「
通
い
の
場
」
は
、
人
の
繋
が
り
づ

く
り
の
第
一
歩
。
地
域
で
孤
立
す
る
人

が
増
え
る
中
、「
通
い
の
場
」
を
こ
れ
か

ら
の
友
愛
活
動
に
活
か
す
。 

⑩
体
験
学
習
「
ひ
ま
わ
り
生
駒
苑
」 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
介
護

や
活
動
内
容
を
学
び
、
実
際
に
体
験
す

る
こ
と
で
今
後
の
「
友
愛
活
動
」
に
活

か
す
。 

                       

5
月
は
ハ
イ
キ
ン
グ
、
6
月
は
趣
味
の

会
、
7
月
は
健
康
づ
く
り
、
8
月
は
（
休

み
）
、
9
月
は
食
事
会
、
10
月
は
体
力 

測
定
会
、
11
月
は
奉
仕
活
動
、
12
月
は

忘
年
会
、
そ
の
他
、
毎
月
第
1
土
曜
日

に
同
月
の
誕
生
日
の
人
に
誕
生
日
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
配
り
な
が
ら
安
否
確
認
を
少

し
詳
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

童
の
見
守
り
活
動
の
ほ
か
、
100
歳
体
操 

⑪
グ
ル
ー
プ
討
議 

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
今
後
、
友

愛
活
動
を
実
施
、
展
開
し
て
い
く
こ
と

に
つ
い
て
討
議
し
た
。 

 

◇
講
義
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
「
言
葉
」

は
、 

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

雑
談
力
と
対
話
力 

・
助
け
上
手
、
助
け
ら
れ
上
手 

・
伴
奏
型
支
援
、
寄
り
添
い
型
支
援 

・
受
援
力
の
向
上 

地
域
の
相
互
支
援
ほ
か
、
医
療
や

介
護
な
ど
の
支
援
を
、
上
手
に
利

用
し
て
自
分
の
生
活
を
よ
り
良
い

も
の
に
し
て
い
く
「
力
」 

 

◇
講
義
内
容
を
参
考
に
し
、
検
証
し
な
が 

ら
今
後
の
「
友
愛
活
動
」
に
取
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

御
陵
苑
長
寿
会 

 

三
好 

嘉
男 

  

な
ど
を
自
治
会
館
で
積
極
的
に
行
っ
て 

い
ま
す
。 

上
庄
長
寿
会
も
、
5
年
後
に
は
80
歳

以
上
の
人
が
80

%
に
な
り
そ
う
で
す
。

お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
近
所
の
自

治
会
館
を
利
用
し
て
超
高
齢
化
社
会
を

元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。 

「
孤
独
」
は
健
康
へ
の
悪
影
響 

が
大
き
い
。
肥
満
や
た
ば
こ
よ

り
も
大
き
い
と
い
う
◇
「
孤
独
」

の
何
が
悪
い
の
か
？
な
ぜ
日
本

の
高
齢
男
性
は
、
二
人
世
帯
で

も
孤
独
が
多
い
の
か
◇
孤
独
の 

何
が
悪
い
の
か
？
今
、
世
界
中
で
孤
独

へ
の
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

英
国
で
は
孤
独
対
策
担
当
大
臣
が
就
任

し
た
◇
「
孤
独
」
に
な
る
と
ス
ト
レ
ス

が
増
し
て
身
体
に
大
き
な
負
荷
が
か
か

る
。
孤
独
が
健
康
に
与
え
る
リ
ス
ク
は
、

た
ば
こ
1
日
15
本
吸
う
こ
と
に
匹
敵

す
る
と
い
う
◇
孤
独
は
「
孤
立
」
も
招

く
の
で
厄
介
だ
◇
背
景
に
は
日
本
の
社 

 

会
風
土
に
も
一
因
が
あ
る
。
都
市
化 

や
住
居
も
関
係
す
る
が
、
男
性
は
近 

所
付
き
合
い
も
少
な
い
う
え
、
会
社 

で
永
年
働
き
続
け
る
と
新
し
い
人
間 

関
係
を
作
る
の
が
苦
手
と
い
う
。
女 

性
は
マ
マ
友
や
近
所
付
き
合
い
な
ど
、

友
人
を
作
る
の
が
得
意
だ
が
、
高
齢 

男
性
は
新
し
い
友
人
を
作
る
こ
と
が 

苦
手
だ
。
退
職
後
も
会
社
時
代
の
友 

人
の
み
と
付
き
合
っ
て
い
て
も
自
然 

と
疎
遠
に
な
る
の
が
通
例
◇
先
ず
は
、

自
覚
し
て
「
孤
独
」
「
孤
立
」
に
な
ら 

な
い
努
力
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。 

地
域
の
集
ま
り
に
、
先
ず
は
一
歩
踏 

み
出
そ
う
。
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
良
い
。 

 

甘口辛口 

 
 「

友
愛
活
動
員
養
成
講
座
」
受
講 

受
講
者
は
新
設
の
「
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部
」
に
就
任 

緑
寿
会
（
緑
ヶ
丘
長
寿
会
） 

会
長 

奥
田 

徹 

県
老
連
主
催
の
友
愛
活
動
員
養
成
講
座
を
11
月
21
日
～
2
月
15
日
ま
で
全
講
座

6
日
間
を
受
講
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。
当
連
合
会
か
ら
2
チ
ー
ム

8
名
参
加
し
ま
し
た
が
、
全
員
で
は
9
チ
ー
ム
32
名
で
し
た
。 

◇
A
チ
ー
ム 

三
浦
堅
治
（
北
信
貴
ケ
丘
）
、
上
田
寿
美
（
若
葉
台
）
、
戎
井
邦
子 

（
初
香
台
）
、
岡
本
美
智
子
（
初
香
台
）
、
◇
B
チ
ー
ム 

岡 

嘉
道
（
椿
台
）
、 

前
田
重
雄
（
若
葉
台
）
、
中
戸
資
祝
（
椿
台
）
、
奥
田 

徹
（
緑
ヶ
丘
）
。 

な
お
、
岡 

会
長
か
ら
は
、
今
回
の
受
講
者
全
員
は
4
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
高
齢

者
相
互
支
援
事
業
部
」
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
高
齢
者
相
互
支

援
体
制
の
構
築
・
進
展
に
向
け
て
ご
尽
力
を
お
願
い
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
ま
だ
ま

だ
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
受
講
の
成
果
を
十
分
に
活
用
し

て
果
敢
な
挑
戦
を
期
待
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

発行 

平 群 町 

長 寿 会 

ふれあい 

情報部 

お
詫
び
と
訂
正  

編
集
部 

「
3
月
号
」 

裏
面
１
段
目 

田
辺
幸
雄 

氏
の 

記
事 

16
行
目 

（
誤
）
聖
徳
天
皇 

（
正
）
聖
武
天
皇 

 ※
お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま
す
。 

 



 (2) 平群町長寿会新聞  第３１３号  ２０１９年（平成３１年） ４月１日                 

「
友
愛
活
動
員
養
成
講
座
」 

受
講
し
て 

 

若
葉
台
長
寿
会 

上
田 

壽
美 

昨
年
9
月
、
岡 

会
長
か
ら
「
昨
年

は
病
気
で
受
講
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
今

は
ど
う
で
す
か
」
と
問
わ
れ
、
わ
た
く

し
と
し
て
は
固
辞
す
る
理
由
も
な
く
、

且
つ
、
皆
様
方
の
お
手
伝
い
を
少
し
で

も
出
来
得
る
な
ら
と
考
え
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、「
友
愛
活
動
」
っ
て
何
？ 

そ

ん
な
こ
と
も
理
解
し
な
い
で
平
然
と

参
加
し
た
行
動
に
猛
省
し
て
い
ま
す
。

県
老
連
の
主
催
で
、
場
所
は
奈
良
県
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
、
11
月
か

ら
行
わ
れ
受
講
者
は
当
連
合
会
か
ら

の
8
名
を
含
め
て
9
団
体
32
名
が
机

を
並
べ
、
全
員
が
高
齢
者
で
も
あ
る
が
、

見
る
か
ら
に
若
々
し
く
素
晴
ら
し
い

人
た
ち
で
、
わ
た
く
し
も
楽
し
く
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

岡
会
長
か
ら
教
示
さ
れ
た
「
高
齢
者

相
互
支
援
体
制
の
構
築
」
の
中
か
ら
五

つ
の
事
例
が
示
さ
れ
、
ど
れ
も
高
齢
者

に
と
っ
て
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
大
切
な
も
の
で
あ
る
、
と
認
識
し
、

こ
の
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

授
業
で
は
、
大
阪
教
育
大
学
新
崎
先

生
の
「
助
け
上
手
、
助
け
ら
れ
上
手
」

の
講
義
は
心
に
沁
み
、
こ
れ
か
ら
私
た

ち
自
ら
と
高
齢
者
に
対
し
て
も
、
こ
の

教
義
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
実
践
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
念
じ
る
次
第
で
す
。

（
仮
称
）
平
群
町
文
化
セ
ン
タ
ー
・ 

図
書
館 

名
称
検
討
委
員
会 

開
催
中 

 

（
仮
称
）
平
群
町
文
化
セ
ン
タ
ー
・

図
書
館
は
現
在
、
平
群
駅
前
に
来
春
の

供
用
開
始
に
向
け
て
工
事
中
で
す
が
、

そ
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

が
事
務
局
と
な
り
、
2
月
に
検
討
委
員

9
名
が
委
嘱
さ
れ
、
名
称
検
討
委
員
会

（
委
員
長
は
文
化
協
会
会
長
の
甘
利
会

長
、
副
委
員
長
に
は
長
寿
会
連
合
会
の

扇
田
顧
問
が
就
任
）
で
協
議
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
民
か
ら
は
3
月
17
日

締
め
切
り
で
119
件
（
施
設
全
体
103
件
、

大
ホ
ー
ル
88
件
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
96
件
）

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
終
的
な
名
称
は
、
4
月
以
降
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
平
群
町
の
新
し

い
文
化
施
設
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
町

内
外
に
も
親
し
み
易
い
名
称
が
決
定
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
（
扇
田
） 

               

 

女
性
部
社
会
見
学 

大
阪
万
博
記
念
公
園
へ 

 

副
会
長 

女
性
部
長 

森 

輝
子 

去
る
3
月
8
日
（
金
）
地
区
女
性
部

長
な
ど
総
勢
30
名
の
参
加
者
の
も
と
、

町
バ
ス
を
利
用
し
て
大
阪
万
博
記
念
公

園
と
塔
内
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

「
太
陽
の
塔
」
の
内
部
を
見
学
し
ま
し

た
。 

1
9

7
0

年
の
大
阪
万
博
開
催
中
に
は

6
4

0
0

万
人
が
訪
れ
た
会
場
に
は
「
芸
術

は
爆
発
だ
！
」
で
有
名
な
芸
術
家
岡
本

太
郎
氏
設
計
の
「
太
陽
の
塔
」
が
テ
ー

マ
館
の
一
部
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

万
博
終
了
後
も
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
残
さ

れ
ま
し
た
が
、
内
部
は
非
公
開
の
ま
ま

約
50
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
再
び
入
館

可
能
な
展
示
施
設
と
し
て
機
能
さ
せ
、

当
時
の
空
間
を
蘇
ら
せ
る
た
め
に
耐
震

改
修
工
事
と
増
築
工
事
が
行
わ
れ
、

2
0

1
8

年
3
月
よ
り
一
般
公
開
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

修
復
さ
れ
た
塔
の
内
部
に
は
50
年
前

と
変
わ
ら
ず
、
生
命
の
進
化
の
過
程
を

表
し
た
「
生
命
の
樹
」
や
「
地
底
の
太

陽
」
が
復
元
さ
れ
岡
本
太
郎
氏
の
永
遠

の
「
魂
」
が
平
成
の
世
に
蘇
っ
た
よ
う

で
入
館
し
た
私
た
ち
は
圧
倒
的
な
世
界

観
に
皆
心
を
奪
わ
れ
、
感
嘆
の
声
を
挙

げ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
展

示
物
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
「
太

陽
の
塔
」
を
訪
れ
た
50
年
前
に
思
い
を

馳
せ
つ
つ
胸
中
に
熱
い
も
の
が
込
み
上

げ
ま
し
た
。 

次
に
、
日
本
庭
園
や
梅
苑
で
は
梅
の

香
り
や
野
鳥
の
さ
え
ず
り
に
、
心
も
癒

さ
れ
一
足
早
い
春
の
暖
か
さ
を
感
じ
た

1
日
で
し
た
。 

  
平
等
寺
長
寿
会 

堀
川
キ
ヌ
ヱ 

  

川
柳
ク
ラ
ブ 

 

今
回
の
題
詠
は
「
平
凡
」 

 

平
凡
は
俺
の
生
き
方
我
慢
し
ろ 

難
波 

尊
志 

平
凡
に
見
え
て
平
群
の
濃
い
歴
史 

大
村 

三
郎 

平
凡
に
晴
耕
雨
読
で
暮
し
た
い 

松
井 

友
博 

あ
た
り
ま
え
お
日
さ
ま
昇
る
あ
り
が
た
さ 

徳
原 

友
子 

ネ
エ
ち
ょ
っ
と
背
中
掻
い
て
と
言
え
る
幸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

濵
崎 

晴
美 

日
な
た
ぼ
こ
膝
に
ネ
コ
抱
き
背
に
カ
イ
ロ 

藤
井 

信
夫 

注
文
は
い
つ
も
同
じ
で
親
子
丼 

藤
田 

利
治 

平
凡
な
一
日
願
い
星
占
い 

宮
崎
多
喜
代 

平
凡
な
頭
じ
ゃ
一
生
平
社
員 左

近 

育
子 

｢

特
記
な
し｣

今
日
も
四
文
字
日
記
帳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
橋 

秀
尹 

旅
つ
か
れ
平
凡
な
日
々
の
有
難
さ 

宮
前 

敏
子 

平
凡
は
賞
が
な
く
て
も
楽
が
あ
る 

薮
内 

照
香 

地
位
も
な
く
金
も
な
い
け
ど
徳
は
あ
る 

山
田 

謙
造 

禅
問
答
平
凡
の
意
味
問
い
な
お
す 

阿
部 

裕
子 

そ
の
ま
ん
ま
い
つ
も
変
ら
ず
そ
の
ま
ん
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
戸
美
恵
子 

凡
々
と
生
き
て
二
合
の
酒
に
酔
う 

大
萩 

力 

 

平
等
寺
長
寿
会 

堀
川
キ
ヌ
ヱ 

 

短
歌
ク
ラ
ブ
（
順
不
同
） 

 

ス
ー
パ
ー
の
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
の

卓
上
に
飲
み
忘
れ
て
か
錠
剤
ひ
と
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
村 

三
郎 

短
歌
集
出
版
せ
ん
と
思
う
と
き
一
輪
挿

し
の
花
の
は
か
な
さ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

野
木 

宗
信 

つ
ね
日
頃
「
お
前
が
居
ぬ
と
生
き
ら
れ

ぬ
」
と
夫
の
言
葉
に
介
護
の
喜
び 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

魚
住 

潤
子 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
上
の
目
線
に
気
が
付

い
て
「
僕
ら
三
つ
子
」
に
大
爆
笑 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
東 

隆
子 

紅
梅
が
数
輪
咲
け
り
前
を
向
き
生
き
ん

と
誓
う
法
要
の
朝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

芝
田
ユ
ク
子 

老
眼
鏡
探
し
見
つ
け
た
洗
面
台
朝
刊
読

み
て
一
日
の
始
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

花
岡 

安
子 

曇
り
日
の
下
に
眺
む
る
若
草
山
際
立
ち

て
黒
き
山
焼
き
の
跡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
田 

通
惠 

  

御
陵
苑
長
寿
会 

 

三
好 

嘉
男 

  

俳
句
ク
ラ
ブ 

か
し
の
木
句
会(

順
不
同) 

 

 

今
月
の
兼
題
は
「
蕗
の
薹
」
「
椅
子
」
「
菫
」
、

「
缶
」及
び
当
季
自
由
句
で
す
。 

 

椅
子
鳴
ら
す
稚
の
反
抗
山
笑
ふ 

乾 

フ
ジ
子 

囀
や
ロ
ッ
ジ
に
木
椅
子
遠
眼
鏡 

澤
波
百
合
子 

優
先
席
の
競
馬
新
聞
春
の
風 中

川 

克
己 

皮
張
り
の
椅
子
も
捨
て
ら
れ
春
寒
し 

江
崎 

俊
夫 

笑
み
と
言
う
無
言
の
会
釈
あ
た
た
か
し 

野
木 

宗
信 

 

背
の
高
さ
に
父
の
椅
子
剥
げ
あ
た
た
か
し 

岡
本 

豊
子 

 

蕗
の
薹
遠
く
に
雪
の
八
ヶ
岳 三

船 

忠
志 

 

庭
日
差
し
集
め
弾
く
や
黄
水
仙 

宮
本 

洋
子 

 

椅
子
ふ
た
つ
手
拍
子
響
く
入
学
式 

岩
城
か
ず
こ 

 

    

お
く
や
み 

申
し
上
げ
ま
す 

平
成
31
年
２
月
20
日 

か
ら
３
月
19
日  

の
間
に
左
記
の
会
員
の
方
が
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。 

生
前
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。 

 

艮 

忠
實
様(

84)
 
 
  

 

上
庄
地
区 

 

木
下 

陽
子
様(

70)
 
 

五
月
台
地
区 

 

河
原 

ヒ
サ
子
様(

88)
 

初
香
台
地
区 

 
 岡

田 

幸
子
様(

90)
 
  

越
木
塚
地
区 

 

松
村 

静
子
様(

81)
  

 

椣
原
地
区 

 

己
波 

皓
祐
様(

85)
 
  
 

福
貴
地
区 

 

中
井 

孝
成
様(

79)
 
 

 

若
葉
台
地
区 

 

長
寿
会
連
合
会
一
同 

お
知
ら
せ 

健
康
部 

◇
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

・
第
99 

 

回 

4
月
16
日
（
火
） 

・
中
央
公
民
館 

9
時
30
分 

・
四
ツ
辻
古
墳
、
石
床
神
社
方
面 

約
6.5
㎞
（
午
前
中
） 

※ 

飲
物
、
「
手
帳
」
、
雨
具
持
参 

※
7
時
前
降
雨
予
報
40
％
以
上
中
止 

 

お
知
ら
せ 

編
集
部 

◇
連
合
会 

定
例
総
会 

・2
0

1
9

年
5
月
10
日
（
金
） 

・
中
央
公
民
館 

10
時
～ 

◇
舞
台
発
表
会 

・
「
総
会
」
に
引
続
き
開
催 

 

5
月
10
日
（
金
）
12
時
～ 

・
中
央
公
民
館 

 


